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神
奈
川
土
建
は
５
月
14
日
か
ら
15
日
、
ヒ
ル
ト
ン
小
田

原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
で
第
52
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
法
上
の
５
類
に
変

更
さ
れ
た
た
め
、
代
議
員
数
を
３
５
０
人
に
増
や
し
、
対

面
討
議
に
よ
る
通
常
開
催
の
発
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
関
連
２
・
３
面
〉

新
中
期
計
画
を
成

功
さ
せ
２
万
８
千

人
の
組
織
を
！

　

第
52
回
定
期
大
会
で
確
認

さ
れ
た
第
６
期
３
カ
年
計
画

は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
３

年
間
を
期
間
と
し
、
運
動
参

加
者
の
裾
野
を
広
げ
、
組
合

を
強
く
大
き
く
す
る
た
め
の

中
期
計
画
方
針
案
で
す
。

　

組
合
の
基
礎
組
織
で
あ
る

「
群
会
議
」
に
重
点
を
置
き
、

組
合
員
同
士
が
「
仲
間
」
と

呼
び
合
え
る
関
係
づ
く
り
の

前
進
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

居
住
地
の
群
・
分
会
に
所
属

し
て
活
動
す
る
組
合
規
約
の

原
則
に
立
ち
返
り
、
直
属
の

解
消
や
居
住
地
再
編
に
粘
り

強
く
取
り
組
む
こ
と
に
力
を

入
れ
る
こ
と
で
、
分
会
の
総

合
力
を
高
め
ま
す
。

　

更
に
、
強
固
な
組
織
を
建

設
す
る
こ
と
で
、
年
間
１
％

の
実
増
を
勝
ち
取
り
、
２
万

８
千
人
の
神
奈
川
土
建
を
実

現
し
、
県
内
設
労
働
者
の
組

織
率
11
・
５
％
を
目
指
し
ま

す
。

少
人
数
の
分
散
会
で

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

今
大
会
で
は
、
初
め
て
少

人
数
に
よ
る
分
散
会
を
開
催

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
自
由
な
雰

囲
気
が
楽
し
い
！
ぜ
ひ
次
回

も
」
と
好
評
で
し
た
。

支
部
再
編
に
向
け

た
議
論
に
着
手

　

建
設
産
業
の
変
化
に
よ
っ

て
建
設
労
働
者
数
の
減
少
傾

向
が
見
通
さ
れ
る
中
、
20
支

部
体
制
を
確
立
し
た
当
初
か

ら
の
状
況
変
化
や
、
中
央
執

行
委
員
会
の
見
通
し
の
甘
さ

な
ど
も
あ
り
、
小
規
模
支
部

で
固
定
支
出
が
支
部
財
政
を

圧
迫
す
る
問
題
や
、
役
員
体

制
の
兼
務
の
常
態
化
、
書
記

局
３
人
体
制
の
維
持
な
ど
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

定
期
大
会
で
は
、
新
年
度

当
初
か
ら
支
部
の
再
編
成
を

検
討
す
る
再
編
検
討
会
議
を

開
催
し
、
再
編
成
の
準
備
を

進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、平
行
し
て
、地

域
外
居
住
の
組
合
員
の
居
住

地
支
部
移
動
等
の
再
編
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

大会第１日目の質疑討論
《横浜支部・武藤代議員》緊急事態条項については非常に重要な事項だと思います。平
和対策委員会の議案で触れてはいますが、もっと取り上げて議論した方が良い内容だと
思いますがいかがでしょうか？
《書記長答弁》緊急事態条項は「緊急」を口実に権力を内閣に集中させ、独裁制を実現
させるものであり、有事には内閣が国民の人権を制限する立法も過去にはありました。
自民党の改憲案では大地震を始めとする大規模災害において、国会で法律を成立させる
いとまがない時は、首相の内閣への権限集中の仕組みを新たに設けようとしています。
議案の中でも触れていますが、私たちは今年度、憲法改悪を許さない全国署名21,346筆
に取り組んできました。引き続きこの運動に取り組んでいくことを提案したいと思います。
《相模原支部・座間代議員》大船渡への復興支援活動を再開したいと準備していること
の取り組み状況報告
《書記長答弁》大変貴重なご意見であり、震災被害を風化させない、労働組合として復
興ボランティアに取り組もうという姿勢に敬意を表します。私自身も数年前に相模原支部
の復興ボランティアに参加させて頂きましたが、改めて取り組みを続けることに敬意を表
します。大会終了後にカンパの要請を行うそうですが、皆さまのご協力をお願い致します。
《横須賀三浦支部・佐藤代議員》「本部大会の２日間の参加について」長い時間でも構わ
ないので１日開催で行ってもらえると参加可能な組合員の幅が広がって良いと思うが如何
でしょうか？仕事をさておいてまで参加することが難しい若い世代の組合員も参加できる
だろうし、費用的にも負担が軽くなると思うので検討をして欲しい。
《書記長答弁》新型コロナウイルスが感染症法上の５類に変更されるにあたり、改めて対
面討議の重要性と２日間の大会開催が必要との認識が現在の到達点です。引き続き、費
用面を含めてご意見を受け止め、中央執行委員会で討議を深めていきたいと思います。
《鎌倉逗子葉山支部・小川代議員》議案書56頁「支部の再編」について、反対の立場で
意見と質問をさせて頂きます。議案書における再編の線引きが何故１千人以下なのでしょ
うか？現在、１千人以下の支部は６支部あります。もし再編を行うのであれば数千人規模と
なり、近隣支部を含めて大きな影響を与えると思います。現在の20支部からどの程度な
規模に再編成を行う予定のか教えて欲しい。私たちは１千に満たない支部ですが、３つの
行政区を相手に運動しています。もし、横須賀三浦支部や湘南支部に再編された場合、
それぞれの行政区に対して、きちっとした運動が取り組めるのでしょうか？支部の事務所は、
私たち組合員にとって駆け込み寺です。この事務所が無くなってしまえば、辞めてしまう
組合員も出るかも知れません。支部を減らすということは、組合運動の衰退を招くことに
つながります。神奈川土建全体の問題として、今日ご参加の皆さんも考えて頂けると幸
いです。
《書記長答弁》中央執行委員会で半年にわたり件の討議を重ね、新年度の方針を提案す
るに至りました。ご質問の「１千人以下の基準」とは、その全てで再編を行うことを想定
したものではなく、先ずは、組織拡大により１千人を超える組織を建設して頑張ろう！との
趣旨での提案とご理解を頂きたい。その運動の過程において、どの地域で再編が必要な
のかを、新たに組織再編委員会を立ち上げ、討議を深めようというのが現在地です。

していることが、何より実増への力となりました。引き続き、ワイワイガヤガヤと楽しい
組合づくりに励みます。
《書記長答弁》横浜緑支部からの貴重な経験報告については、今日ここにお集まりの皆
さんで共有して、新年度の運動に活かして頂きたいと思います。これからも全県をけん引
する立場での奮闘に期待します。
大会第２日目の質疑討論
《横須賀三浦支部・新倉代議員》40周年記念の際は各支部に「どけん祭り開催支援金」
として30万円が交付された。50周年特別会計には未執行分もあるようなので、50万円ほ
ど配ることは出来ないのか？新役員の皆さんで検討頂きたい。
《書記長答弁》50周年特別会計より、新たに各支部に援助金等を配布することは考えて
いません。50周年については、コロナ禍での取り組みとなり、40周年とは全く異なる状
況下であったために予算執行が出来なかったことをご理解頂きたい。
《横浜戸塚支部・加藤代議員》要望の１つ目として、ティックトッカーの親方くん始めとし
たインフルエンサーとコラボして神奈川土建の魅力を若者に発信していくことは出来ない
か？要望の２つ目として、宣伝カーを移動事務所の様にして、大規模現場に神奈川土建の
派出所をつくり、職人の「駆け込み寺」の役割を持たせることは出来ないか？
《書記長答弁》ティックトッカー・インフルエンサーとの共同について、新しい取り組みと
して参考にさせて頂きたい。しかし、実現するにあたっては様々なハードルもあることと
思いますので、先ずはご意見として預からせて頂きたい。また、現場に労働組合機能を
設けたいとの考えは、全くご意見のとおりだと思います。一方で現場に常駐者を置くこと
への課題など、皆さんからも意見やお知恵を頂いて、様々な可能性を追求していきたい
と思います。
《湘南支部・内野代議員》私たちミドルエイジの会は、駅頭の宣伝活動と清掃活動とセッ
トの交流会を行ってきました。これまでは、参加者の実費により活動を賄ってきましたが、
支部から援助金をもらったり、独自で会費を集めることは可能なのでしょうか？また今後は、
他支部で設立した同様の会との交流も考えているため、本部としての見解をお示し頂きた
い。
《書記長答弁》元々は後継者対策の一環として、青年部を卒業した世代の受け皿として、
いずれは分会に組織していくことを目的にミドルエイジの会や中年部、壮年部が各支部で
設立されていた経緯があることと思います。公式の組織にすると、直ぐに「役員をやって
くれ」などの話しになってしまうので、実費を持ち寄ることで自由な活動を保障する取り
組みであったことと認識していますが、集まりが大きくなれば一定の予算を求める声が上
がることも理解できますので、組織部および後継者対策委員会での議論に預からせて頂
きたい。
《横須賀三浦支部・中野代議員》アスベスト訴訟の和解金について、各支部の組合員が
傍聴支援などに取り組んで勝ち取った成果でもあることから、和解金を各支部に分配して
欲しい。
《書記長答弁》アスベストに紐づけず、自由な使途に活用するため、中央執行委員会の
承認の下で、財政調整基金に直接繰り入れた経緯をご理解頂きたい。

《鎌倉逗子葉山支部・小川代議員》１千人以下が全て再編の対象ではないとの答弁を受
けて、今後、１千人前後の支部を含めて不安が広がらない様に討議状況の情報開示と説
明をお願いしたい。組織拡大運動のモジベーションに関わる問題なので、重ねてお願い
したい。
《書記長答弁》組織再編については、新年度に設置される組織再編検討委員会での討議
を、速やかに中央執行委員会への報告し、鎌倉逗子葉山支部の皆さんにもご説明が伝わ
るよう努めます。
《鎌倉逗子葉山支部・眞喜志代議員》支部事務所が無くなってしまうことに、大変危機感
を持っています。様々な運動が衰退してしまうのではないか？支部設立の経緯・経過を含
め、慎重な議論をお願いしたい。
《書記長答弁》鎌倉逗子葉山支部の設立については、地域の砦を築くため、本部要請の
下で立ち上がった経緯も存じ上げております。当時、右肩上がりの組織建設が成功する中、
小さく生んで大きく育てる方針が実践されてきました。この間、鎌倉逗子葉山支部の仲
間が積み重ねてきた運動の成果は、逗子市長選での大奮闘を含め、心から敬意を表する
次第です。一方で、支部の運動を支える全県組織の維持、大変厳しい書記局体制などを
踏まえ、組織再編の議論に着手することとなりました。半年にわたる中央執行委員会での
討議を経て、本定期大会に提案を行った経緯も御座います。支部事務所への深い思い入
れは十分に理解できますが、組織再編の検討着手については受け止めて頂き、新年度の
運動の中で取り組んで行きたいと思います。また合わせて、分会を基礎とした地域での
運動づくりにつて、より活発に取り組んで頂きたいと思います。
《横須賀三浦支部・新倉代議員》建設アスベスト訴訟の国との関係で得た、勝利和解金
の収入が決算書に見当たらない。大きな額面のお金なので補足の説明を頂きたい。また、
可能であれば支部への分配も検討して欲しい。
《書記長答弁》ご質問頂いたアスベスト訴訟に関する部分でありますが、基調議案・財政
部議案でも触れていますが、中央執行委員会の確認を得て、財政調整基金会計に直接繰
り入れる処理を行いました。また、公認会計士より、１億円を超える額を一般会計に収入
計上して、他の会計に繰り出す処理は好ましくないとのご意見を頂きました。今後、使途
については中央執行委員会に諮ることとし、アスベストに係わる運動については、アスベ
スト会計より支出を行うこととします。
《横須賀三浦支部・新倉代議員》建設アスベスト訴訟勝利に関する収入については、３月
末の決算書には反映されず、次年度決算に計上されるということで宜しいか？であると予
算案の中に確認することが出来ないのだが？
《書記長答弁》特別会計の処理については、先ほどの説明のとおり、直接財政調整基金
に繰り入れる為、予算案には表れないことをご理解頂きたい。
《横浜緑支部・吉岡代議員》第51回定期大会では年１％の年間実増を確認しましたが、横
浜緑支部は支部大会において年２％の実増目標を掲げました。そして奮闘の結果、今年
度末の組織人員は全県一位の2.21％の実増を勝ち取ることが出来ました。日頃からの仲
間への声掛けが横浜緑支部のみならず、全県で広がっていることが拡大につながってい
るのだと思います。群・分会、青年部、主婦の会、シニアの会が皆楽しく、元気に活動

インボイス登録チョット待って
　税理士や上請け業者から「2023年の3月までに登
録を」との呼びかけも始まっていますが、2023年9
月末までに登録すればよいことになっています。
　登録してしまえば課税業者になってしまい、2年
間は戻れません‼ 

新年度運動方針を深める全大会討論

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
神
奈
川

１
陣
訴
訟
は
５
月
19
日
、

東
京
高
裁
で
被
告
ノ
ザ
ワ

が
謝
罪
し
、
解
決
金
（
非

公
開
）を
支
払
う
こ
と
で
、

左
官
工
４
名
の
間
で
和
解

が
成
立
し
ま
し
た
。
専
属

下
請
け
に
あ
っ
た
被
災
者

を
除
く
と
、
全
国
で
初
め

て
一
人
親
方
な
ど
本
筋
の

と
こ
ろ
で
成
立
で
き
た
の

和
解
で
す
。
建
材
メ
ー

カ
ー
訴
訟
の
早
期
解
決
、

全
面
解
決
へ
向
け
て
の
大

き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
和
解
成
立
は
、
ノ

す
る
」
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
解
決
に
背
を
向
け

続
け
て
き
た
建
材
メ
ー
カ
ー

ら
の
１
社
が
和
解
解
決
に
舵

を
切
っ
た
こ
と
は
、
他
の
建

材
メ
ー
カ
ー
も
含
め
て
早
期

和
解
、
全
面
解
決
に
向
け
て

足
を
踏
み
出
す
大
き
な
転
機

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
被
告
企
業
が
係
属
中
の

全
て
の
訴
訟
に
お
い
て
和
解

協
議
に
誠
実
に
応
じ
、
給
付

金
制
度
へ
の
参
加
と
財
源
負

担
を
決
断
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
ま
す
。

ザ
ワ
が
製
造
・
販
売
し
た
建

材
（
テ
ー
リ
ン
グ
材
）
が
原

告
ら
４
人
の
作
業
場
に
到
達

し
た
不
法
行
為
責
任
を
認
め

た
も
の
で
す
。
他
の
建
材

メ
ー
カ
ー
５
社（
ニ
チ
ア
ス
、

Ａ
＆
Ａ
Ｍ
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
、
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
、
大
建
工
業
）

が
和
解
を
拒
否
し
た
と
こ

ろ
、
ノ
ザ
ワ
が
不
法
行
為
責

任
を
認
め
て
和
解
す
る
決
断

を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
原

告
代
理
人
の
田
渕
弁
護
士
は

「
最
高
裁
判
決
を
重
く
受
け

止
め
、
企
業
と
し
て
英
断
し

た
も
の
だ
と
一
定
の
評
価
を

神
奈
川
土
建
一
般
労
働
組
合
第
52
回
定
期
大
会

未
来
み
す
え
る
新
中
期
計
画

３年ぶりのひざ詰め討論に決意を固めた仲間たち

勝
利
和
解
を
喜
ぶ
原
告
と
支
援
者

全国初！ノザワと和解成立
メーカー訴訟の解決へ大きな前進

し
、
参
加
者
全
員
が
自
由
に

意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
で

き
る
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
試

み
ま
し
た
。
討
論
テ
ー
マ

は
、『
コ
ロ
ナ
過
で
出
来
な

く
な
っ
た
こ
と
を
、「
立
て

直
す
・
取
り
戻
す
」
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
？
』
で
す
。

コ
レ
や
っ
て
み
た
い
！
ア
レ

や
っ
て
み
た
い
！
な
ど
の
自

由
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
大
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大
会
分
科
会
か
ら
の
報
告

　

大
会
１
日
目
に
分
散
会
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
関

係
で
、
時
間
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
、
集
中
し
た
討
論

と
な
っ
た
大
会
２
日
目
の
11
分
科
会
の
討
議
か
ら
の
報
告

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

賃
金
単
価
ア
ッ
プ
・
週
休
二
日

実
現
の
た
め
労
働
協
約
運
動
を
！

工
作
教
室
の
発
展
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

登
録
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
産
業
へ

消
費
税
引
き
下
げ
・

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
阻
止
を
！

共
済
活
動
の
推
進
・
仲
間
の
輪
を

広
げ
る
レ
ク
活
動
の
復
活
を

健
康
・
安
全
・
生
活
に
配
慮
し
た

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
！

社
会
保
障
制
度
を
拡
充
し
建
設

国
保
を
守
り
発
展
さ
せ
よ
う
！

住
宅
デ
ー
を
組
織
建
設
の
柱
に

大
手
か
ら
仲
間
の
仕
事
を
守
ろ
う

賃金

技術

税金厚文

労働社保

住宅

第
52
期
新
中
央
役
員
の
紹
介

﹇
中
央
執
行
委
員
長
﹈
益
田　

修

次
（
川
崎
中
央
・
現
）

﹇
中
央
副
執
行
委
員
長
﹈
荒
井　

俊
喜
（
横
浜
中
央
・
現
）
小
森　

邦
男
（
川
崎
中
央
・
現
）
横
田　

和
彦
（
川
崎
・
現
）
西
川　

智
幸

（
横
須
賀
三
浦
・
新
）

﹇
書
記
長
﹈今
井　

賢
治（
南
横
浜
・

現
）

﹇
書
記
次
長
﹈
古
溝　

潤
（
横
浜

中
央
・
現
）
榊
原　

あ
ゆ
み
（
座

間
海
老
名
・
現
）井
上　

真
一（
横

須
賀
三
浦
・
現
）中
間　

忠
良（
相

模
原
・
新
）

﹇
常
任
執
行
委
員
﹈
後
藤　

満
夫

（
横
浜
緑
・
現
）
髙
橋　

豊
（
横

浜
戸
塚
・
現
）
武
藤　

秀
人
（
湘

南
・
現
）
赤
岩　

健
也
（
相
模
原
・

現
）
佐
々
木　

良
春
（
座
間
海
老

名
・
現
）
田
島　

士
朗
（
座
間
海

老
名
・
現
）
齋
藤　

治
（
川
崎
西
・

新
）
公
文　

洋
一
（
相
模
原
・
新
）

青
年
部
長

﹇
中
央
執
行
委
員
﹈
佐
藤　

友
二
、

田
邉　

照
夫
、
武
藤　

義
則
、
菅

原　

敏
明
、
熊
谷　

隆
義
、
米
谷

　

展
子
、
面　

安
男
・
元
、
光
野

　

友
樹
・
新
、
橋
本　

謙
二
、
藤

澤　

晴
男
・
新
、
小
島　

潤
、
若

林　

実
信
、
小
野
寺　

俊
幸
、
岩

田　

照
幸
、
飯
田　

知
己
、
平
田

　

雅
昭
、
北
川　

康
介
、
角
田　

政
三
、
島
袋　

仁　

ビ
ク
ト
ル
、

田
中　

富
夫
、
野
村　

澄
夫
、
大

熊　

善
信
、
有
賀　

茂
一
、
小
林

　

秀
朋
、
志
多
伯　

和
彦
、
西
潟

　

真
人
、
大
﨑　

宏
・
新
、
関　

剛
志
、佐
藤　

剛
滋
、渋
谷　

修
、

大
槻　

秀
伸
・
元
、松
岡　

憲
太
、

光
島　

二
郎
、
塩
澤　

寿
夫
、
中

山　

佑
介
、
田
本　

和
博
、
山
下

　

高
広
・
新
、
内
藤　

敦
志
、
高

橋　

政
雄
、
津
田　

学
、
座
間　

惠
一
・
元
、
渡
辺　

克
美
、
橋
本

　

賢
次
郎
、
武
藤　

尋
晴
、
野
田

　

稔
、
青
木　

貞
幸
、
木
下　

凛

太
郎
・
新
、
久
保
田　

隆
、
齋
藤

　

弘
、
浅
見　

大
行
、
髙
橋　

英

樹
、
梅
沢　

聡
、
馬
﨑　

章
光
、

宮
澤　

敦
、
菅
原　

智
和
、
猿
渡

　

宏
志
、
青
年
部
書
記
長

﹇
会
計
監
査
﹈
川
口　

祐
子
、
戸

邊　

光
公
、
内
野　

操

﹇
特
別
中
央
執
行
委
員
﹈
仙
田　

正
志
、
天
野　

武

﹇
特
別
中
央
執
行
委
員
待
遇
﹈
主

婦
の
会
会
長
、
シ
ニ
ア
の
会
会
長

﹇
顧
問
﹈
仲
野　

和
則
、
福
田　

信
男
、
小
林　

康
芳
、
大
井　

茂

表
彰
さ
れ
た
功
労
者
の
皆
さ
ん

﹇
横
浜
﹈　

岩
本　

武
志
・
長
谷　

匡
﹇
横
浜
緑
﹈　

菅
沼　

伸
次
郎
・

橋
川　

祐
二
﹇
南
横
浜
﹈　

畑
中

　

勝
﹇
横
浜
西
﹈　

萩
原　

力
・

勝
田　

友
広
﹇
横
浜
中
央
﹈　

内

海　

伸
也
・
鈴
木　

良
次
﹇
横
浜

戸
塚
﹈　

榎
本　

正
彦
・
本
山　

孝
弘
﹇
横
浜
鶴
見
﹈　

朽
木　

健

人
・
三
浦　

マ
ツ
エ
﹇
川
崎
﹈

塩
山　

東
・
赤
木　

智
子
﹇
川
崎

中
央
﹈　

花
澤　

治
男
・
添
田　

雅
幸
﹇
川
崎
西
﹈　

大
﨑　

宏
﹇
横

須
賀
三
浦
﹈　

中
丸　

満
・
三
橋

　

貴
彦
﹇
湘
南
﹈　

前
田　

己
義
・

小
田
川　

浩
司
﹇
大
和
﹈　

早
坂

　

廣
・
江
田　

和
彦
﹇
厚
木
﹈

川
筋　

芳
則
﹇
相
模
原
﹈　

石
岡

　

洋
悦
・
菊
地　

廣
幸
﹇
西
相
﹈

　

小
野　

浩
二
・
柳
下　

周
一﹇
平

塚
﹈　

藤
野　

清
隆
・
髙
部　

和

三
﹇
座
間
海
老
名
﹈　

芝
本　

知

一
﹇
茅
ヶ
崎
寒
川
﹈　

岡
本　

晃

一
﹇
鎌
倉
逗
子
葉
山
﹈　

小
林　

和
也

退
任
さ
れ
た
中
央
役
員
の
皆
さ
ん

﹇
中
央
副
執
行
委
員
長
﹈
大
井　

茂
（
横
須
賀
三
浦
）

﹇
書
記
次
長
﹈
天
野　

武
（
川
崎

中
央
）

﹇
常
任
中
央
執
行
委
員
﹈
亀
海　

広
光
（
横
浜
西
）

﹇
中
央
執
行
委
員
﹈
菊
池　

隆
（
南

横
浜
）
奥
村　

道
利
（
横
浜
緑
）

西
岡　

正
人
（
横
浜
西
）
臺
野　

正
彰
（
横
須
賀
三
浦
）
井
上　

章

（
大
和
）
岡
元　

秀
隆
（
相
模
原
）

　

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
適
用
除

外
事
業
所
で
は
従
業
員
の
ア

ン
ケ
ー
ト
が
進
み
辛
い
。

パ
ー
ツ
ご
と
の
情
報
な
の

で
、
も
っ
と
全
体
像
が
つ
か

め
る
と
更
に
改
善
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
国
直
轄
工
事

で
は
日
額
で
１
千
５
百
円
か

　

工
作
教
室
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
17
支
部
、
78

会
場
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、

各
支
部
と
も
前
年
度
実
績
を

上
回
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対

応
に
関
し
て
、
川
崎
西
支
部

で
は
課
税
業
者
と
免
税
業
者

を
分
け
て
学
習
を
行
う
こ
と

で
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

行
え
る
と
の
経
験
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
つ
い
て

は
、
税
理
士
に
頼
む
と
文
言

が
難
し
く
、
組
合
員
が
理
解

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の

で
、
書
記
が
か
み
砕
い
た
説

明
を
心
掛
け
て
い
る
と
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
実
態
が
分
る

共
済
審
査
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
、
各
支
部
か
ら
の
経
験

を
募
り
ま
し
た
。
特
に
病
名

を
知
ら
れ
た
く
な
い
方
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
、
守
秘
義
務

を
含
め
た
審
査
委
員
の
選
出

な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
直
属

組
合
員
の
審
査
に
関
し
て
、

審
査
委
員
会
に
本
人
を
呼
ん

で
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る

支
部
か
ら
の
経
験
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。
火
災
共
済
の
普

　

労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る

討
議
で
は
、
安
衛
法
は
守
ら

れ
て
当
然
と
い
う
現
場
・
産

業
に
し
な
い
と
意
味
が
な

い
。
そ
れ
を
守
ら
せ
る
よ
う

に
指
導
す
る
の
が
労
働
組
合

　

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
統

一
す
る
法
案
に
対
し
、
カ
ー

ド
を
作
っ
た
ま
ま
で
、
保
険

証
と
の
紐
づ
け
を
し
て
い
な

い
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ

ら
２
千
円
上
が
っ
た
。
市
発

注
工
事
で
も
千
円
か
ら
２
千

円
上
が
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
は
組
合
員

か
ら
も
「
分
か
り
や
す
く
て

簡
単
」
と
好
評
な
の
で
広
げ

て
い
き
た
い
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
景
気
が
悪
く

な
っ
た
時
、
単
価
を
下
げ
て

仕
事
を
確
保
し
た
こ
と
が
悪

循
環
を
生
み
出
し
た
。
将
来

の
た
め
に
労
働
協
約
は
絶
対

に
必
要
と
討
論
を
ま
と
め
ま

し
た
。

開
催
会
場
の
上
乗
せ
を
目
指

す
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

コ
ロ
ナ
過
で
減
っ
て
し
ま
っ

た
分
の
回
復
に
前
向
き
な
意

見
が
目
立
ち
ま
し
た
。
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
登
録
に
関
し
て
、
町
場

で
普
及
が
進
ま
な
い
主
原
因

は
メ
リ
ッ
ト
や
必
要
性
を
感

じ
な
い
か
ら
と
の
結
論
に
至

り
ま
し
た
。
新
た
な
ア
プ

と
、
事
業
主
も
請
負
の
人
も

怒
り
が
湧
い
て
く
る
た
め
、

最
後
に
「
や
は
り
政
治
を
変

え
な
く
て
は
」
と
締
め
に
つ

な
が
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。
税
金
相
談
に
つ
い

て
、
税
務
相
談
停
止
命
令
制

度
の
創
設
に
関
し
て
、
不
安

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
名
称
や
相

談
の
や
り
方
も
組
織
と
し
て

検
討
す
る
が
、
記
帳
の
方
法

を
教
え
合
う
こ
と
は
、
今
後

も
違
法
と
は
な
ら
な
い
。
正

し
く
申
告
さ
せ
る
手
伝
い
を

し
て
い
る
の
だ
か
ら
自
信
を

も
っ
て
取
り
組
み
を
強
め
よ

う
と
討
論
を
ま
と
め
ま
し
た
。

及
に
つ
い
て
は
、
古
い
家
で

も
共
済
が
掛
け
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
や
、
住
宅
の
保
険
を

別
の
民
間
保
険
で
入
っ
て
い

る
場
合
で
も
、
家
財
だ
け
に

掛
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と

を
も
っ
と
周
知
し
よ
う
と
の

意
思
統
一
が
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
開
催
形
式
に
戻
す
取
り
組

み
と
し
て
、
子
育
て
中
の
家

族
が
参
加
で
き
る
レ
ク
企
画

な
ど
が
各
支
部
か
ら
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
新
年
度
方
針
の

確
認
を
行
い
、
拍
手
で
議
案

の
採
択
を
行
い
ま
し
た
。

の
任
務
で
も
あ
る
。
労
働
者

性
の
高
い
一
人
親
方
が
元
請

労
災
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ

る
の
は
問
題
。
将
来
的
に
は

一
人
親
方
と
い
う
も
の
自
体

を
無
く
す
べ
き
で
は
な
い

か
？
そ
の
た
め
に
も
、
労
働

者
と
し
て
の
意
識
を
高
め
、

権
利
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

労
働
基
準
法
遵
守
に
関
す
る

討
議
で
は
、
私
た
ち
の
運
動

の
ま
ま
で
は
保
険
資
格
は
あ

る
の
に
、
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
大
量
に
生
ま
れ

て
し
ま
う
な
ど
の
危
機
感
が

出
さ
れ
、
運
動
の
力
で
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
関
連
法
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
よ
う
と
意
思
統
一
し

ま
し
た
。
社
会
保
障
制
度
拡

充
の
取
り
組
み
で
は
、
子
供

が
出
来
た
と
き
に
「
今
お
ろ

せ
ば
15
万
で
済
む
、
生
ん
で

　

住
宅
デ
ー
の
取
り
組
み
で

は
、
鎌
倉
逗
子
葉
山
支
部
が

規
模
を
大
き
く
し
て
開
催

し
、
約
千
人
の
来
場
者
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

厚
木
支
部
で
は
弁
護
士
に
よ

る
住
宅
関
連
の
法
律
相
談
会

を
実
施
。川
崎
西
支
部
で
は
、

２
分
会
が
複
数
会
場
で
開
催

し
、
住
宅
相
談
が
32
件
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。「
ま
ち
の
救

助
隊
」に
関
す
る
議
論
で
は
、

実
際
に
救
助
隊
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
際
は
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
な
る
が
、
賃
金
基

準
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
レ
ベ
ル
判

定
が
元
と
な
る
の
で
、
技
能

者
登
録
と
能
力
評
価
を
進
め

て
欲
し
い
と
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
町
場
の
お
施
主
さ

ん
に
私
た
ち
の
施
工
能
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
上
で
も
、
登

録
を
広
げ
よ
う
と
討
論
を
ま

と
め
ま
し
た
。

ロ
ー
チ
と
し
て
、
若
者
に
は

「
資
格
証
明
を
カ
ー
ド
１
枚

で
出
来
る
時
が
来
る
」、
高

齢
者
に
は
「
作
業
履
歴
の
蓄

積
で
職
業
病
の
労
災
認
定
に

役
立
つ
」
な
ど
の
可
能
性
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
技
術
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
各
種
講

習
を
支
部
で
開
催
す
る
こ
と

は
、
組
合
員
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
運
動
課
題
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

の
積
み
重
ね
で
、
建
設
労
働

者
が
厚
生
年
金
や
雇
用
保

険
、
割
増
賃
金
、
有
給
な
ど

の
権
利
を
主
張
し
始
め
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
賃
金
対
策
運

動
と
労
働
対
策
運
動
は
セ
ッ

ト
で
取
り
組
む
べ
き
だ
。
週

休
２
日
制
に
関
し
て
、
休
み

が
増
え
る
の
は
良
い
こ
と
だ

け
ど
、
休
み
に
出
か
け
る
お

金
が
な
い
と
意
味
が
な
い
。

や
は
り
賃
上
げ
が
重
要
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

育
て
た
ら
１
千
万
以
上
か
か

る
…
」
と
い
う
若
い
人
の
声

を
聞
い
た
時
、
そ
ん
な
考
え

を
し
な
い
で
済
む
よ
う
な
社

会
保
障
制
度
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

思
っ
た
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
建
設
国
保

の
優
位
性
を
守
る
共
に
、
社

会
保
障
の
拡
充
を
求
め
る
署

名
や
街
頭
で
の
運
動
を
強
め

る
こ
と
を
確
認
し
て
討
論
の

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

【賃金】加賀座長【住宅】添田座長

【技術】西山座長【労働】橋本中執【社保】知念座長

【税金】高橋座長【厚文】高橋座長
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よこちゃん&むっくんが行く

分散会バズセッション

た
「
分
散
会
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
に
参
加
さ
れ
た
方
の
感

た
。

　
「
少
人
数
で
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
話
せ
て
良
か
っ
た
」
分

散
会
の
人
数
は
最
大
８
人
に

制
限
し
た
の
で
、
雰
囲
気
は

正
に
群
会
議
そ
の
も
の
で
、

肩
肘
張
ら
な
い
会
話
が
行
き

交
い
ま
し
た
。

　
「
ど
け
ん
祭
り
を
や
ろ

う
！
と
盛
り
上
が
っ
た
」
分

散
会
の
討
議
テ
ー
マ
は
『
こ

れ
や
っ
て
み
た
い
！
あ
れ

や
っ
て
み
た
い
！
』で
し
た
。

み
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
し

て
い
た
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
「
立
て
直
そ

　

今
回
は
趣
向
を
変
え
て
、

第
52
回
定
期
大
会
で
行
わ
れ

想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
最
初
は
部
屋
の
狭

さ
が
気
に
な
っ
た
が
、

逆
に
そ
れ
が
良
か
っ

た
」そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

会
議
は
宿
泊
部
屋
で
行

い
ま
し
た
。
ベ
ッ
ト
メ

イ
ク
崩
さ
な
い
様
に
座

る
と
、
否
応
な
し
に
互

い
の
距
離
が
縮
み
ま

す
。
車
座
ス
タ
イ
ル
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
、
参

加
者
の
緊
張
は
あ
っ
と

い
う
間
に
ほ
ぐ
れ
ま
し

う
！
取
り
戻
そ
う
！
」
と
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
組
合
は
こ
う
で
な

く
っ
ち
ゃ
楽
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
「
み
ん
な
同
じ
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
の
が
分
か
っ
た
」

大
き
な
会
議
で
本
音
を
言
う

の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
も

の
。
で
も
、
少
人
数
な
ら
自

然
と
打
ち
明
け
話
の
花
が
咲

き
ま
す
。
参
加
者
全
員
が
自

由
に
意
見
を
出
し
合
う
こ
と

が
で
き
る
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
利
点
を
実
感
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

群会議より距離が近い分散会

組
織
を
強
く
大
き
く
し

後
継
者
を
育
成
し
よ
う
！

歴
史
に
学
ぶ
学
習
活
動
を
推
進
し

機
関
紙
で
仲
間
と
つ
な
が
ろ
う

運
動
を
支
え
る
財
政
活
動
と

財
政
基
盤
の
強
化
し
よ
う
！

大
軍
拡
・
大
増
税
ス
ト
ッ
プ
！

平
和
外
交
で
核
兵
器
廃
絶
を

　

コ
ロ
ナ
禍
の
出
口
が
見
え

始
め
た
社
会
情
勢
を
反
映
し

て
、
年
間
実
増
を
勝
ち
取
っ

た
支
部
は
前
年
度
よ
り
４
支

部
増
加
の
７
支
部
と
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
情

勢
を
跳
ね
返
し
た
大
奮
闘
を

表
し
て
第
52
回
定
期
大
会
で

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
年
間
実
増
表
彰
〉
実
増
率

第
１
位
：
横
浜
緑
支
部
（
実

増
率
２
・
21
％
）・
第
２
位
：

川
崎
支
部
（
実
増
率
１
・

80
％
）・
第
３
位
：
南
横
浜

７
支
部
が
年
間
実
増
表
彰

横
浜
緑
年
２
・
21
％
実
増
で
全
県
を
け
ん
引

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
の
紹
介

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
団
体
・
個
人
の
紹
介

組織
後継者

教育
宣伝

財政

平和

支
部
（
実
増
率
１
・

49
％
）・
第
４
位
：

茅
ヶ
崎
寒
川
支
部

（
実
増
率
１
・
35
％
）・

第
５
位
：
相
模
原
支

部
（
実
増
率
１
・

06
％
）・
第
６
位
：

大
和
支
部
（
実
増
率

１
・
00
％
）・
第
７
位
：

厚
木
支
部
（
実
増
率

０
・
51
％
）

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合　

書
記

次
長　

奈
良　

統
一
様
、
神
奈
川
県

建
設
労
働
組
合
連
合
会　
　

会
長　

菅
野　

健
一
様
、
書
記
次
長　

内
藤

　

賢
介
様
、
神
奈
川
県
建
設
連
合
国

民
健
康
保
険
組
合　

事
務
局
長　

坂

間　

圭
介
様
、
神
奈
川
県
労
働
組
合

総
連
合　

議
長　

住
谷　

和
典
様
、

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合　

中
央
副

執
行
委
員
長　

丸
山　

篤
義
様
、
書

記
長　

小
番　

徹
様
、
千
葉
土
建
一

般
労
働
組
合　

中
央
副
執
行
委
員
長

神
奈
川
県
知
事　

黒
岩　

祐
治
様
、

相
模
原
市
長　

本
村　

賢
太
郎
様
、

横
須
賀
市
長　

上
地　

克
明
様
、
藤

沢
市
長　

鈴
木　

恒
夫
様
、
平
塚
市

長　

落
合　

克
宏
様
、
茅
ヶ
崎
市
長

　

佐
藤　

光
様
、
座
間
市
長　

佐
藤

　

弥
斗
様
、
伊
勢
原
市
長　

髙
山　

松
太
郎
様
、
逗
子
市
長　

桐
ケ
谷　

覚
様
、三
浦
市
長　

吉
田　

英
男
様
、

寒
川
町
長　

小
野
澤　

豊
様
、
真
鶴

町
長　

松
本　

一
彦
様
、
箱
根
町
長

　

勝
俣　

浩
行
様
、
湯
河
原
町
長　

冨
田　

幸
宏
様
、
大
磯
町
長　

池
田

　

東
一
郎
様
、
松
田
町
長　

本
山　

博
幸
様

横
浜
市
建
設
労
働
組
合
連
合
会　

会

長　

伊
藤　

保
様
、
横
浜
建
設
一
般

労
働
組
合　

執
行
委
員
長　

伊
藤　

保
様
、
川
崎
建
設
労
働
組
合
連
合
会

　

会
長　

今
井　

紀
好
様

全
建
総
連
北
海
道
連
合
会
、
青
森
県

建
設
組
合
連
合
会
、
秋
田
建
築
労
働

組
合
、
山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合

会
、福
島
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
、

岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
、
全

建
総
連
東
京
都
連
合
会
、建
設
埼
玉
、

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
、
山
梨
県

建
設
組
合
連
合
会
、
茨
木
県
建
築
連

合
会
、
新
潟
県
建
設
ユ
ニ
オ
ン
、
長

野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
、
長
野

県
建
設
産
業
労
働
組
合
、
岐
阜
建
設

労
働
組
合
、静
岡
県
建
設
労
働
組
合
、

全
愛
知
建
設
労
働
組
合
、
愛
知
県
建

設
労
働
組
合
、
愛
知
県
建
築
組
合
連

合
会
、
ア
ー
ク
テ
キ
ト
ン
奈
良
、
奈

良
県
建
築
労
働
組
合
、
兵
庫
県
建
設

労
働
組
合
連
合
会
、
東
播
建
設
労
働

組
合
、
和
歌
山
建
設
労
働
組
合
、
島

根
県
建
築
組
合
連
合
会
、
鳥
取
県
建

築
連
合
会
、岡
山
県
建
設
労
働
組
合
、

　

若
菜　

義
幸
様
、
書
記
次
長　

海

老
原　

秀
典
様
、
全
京
都
建
築
労
働

組
合　

執
行
委
員
長　

平
山　

幸
雄

様
、
福
岡
県
建
設
労
働
組
合　

副
執

行
委
員
長　

北
川　

和
利
様
、
書
記

次
長　

山
中　

健
様
、
田
川
建
設
労

働
組
合　

執
行
委
員
長　

和
田　

吉

和
様
、
湘
南
地
区
協
議
会　

会
長　

佐
藤　

和
博
様
、
書
記
次
長　

渡
邉

　

哲
様
、
湘
北
地
区
協
議
会　

会
長

　

高
橋　

茂
成
様

広
島
県
建
設
労
働
組
合
、
建
設
山
口

本
部
、
徳
島
県
建
設
労
働
組
合
、
愛

媛
県
建
設
労
働
組
合
、
三
重
県
建
設

労
働
組
合
、香
川
県
建
設
労
働
組
合
、

フ
レ
ッ
セ
、熊
本
県
建
築
労
働
組
合
、

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
、
宮

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

建
設
関
係
労
働
組
合
首
都
圏
共
闘
会

議
、
国
土
交
通
省
労
働
組
合
、
神
奈

川
県
商
工
団
体
連
合
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か

な
が
わ
総
研
、
神
奈
川
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
、
全
日
本
年
金
者
組
合

神
奈
川
県
本
部
、
神
奈
川
県
平
和
委

員
会
、
安
保
破
棄
・
諸
要
求
実
現
神

奈
川
県
統
一
推
進
会
議
、
原
水
爆
禁

止
神
奈
川
県
協
議
会
、
日
本
国
民
救

援
会
神
奈
川
県
本
部
、
神
奈
川
県
生

活
協
同
組
合
連
合
会
、
神
奈
川
県
公

団
住
宅
自
治
会
協
議
会

横
浜
合
同
法
律
事
務
所
、
川
崎
合
同

法
律
事
務
所
、
税
理
士
法
人
ミ
ナ
ト

会
計
、
税
理
士
法
人　

町
田
税
経
セ

ン
タ
ー
、
神
奈
川
県
民
主
医
療
機
関

連
合
会
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

神
奈
川
推
進
本
部
、
㈱
神
奈
川
機
関

紙
印
刷
所
、
あ
か
つ
き
印
刷
㈱
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人　

建
設
政
策
研

究
所
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
㈱

ト
ー
タ
ル
保
険
サ
ー
ビ
ス
団
体
営
業

推
進
部
、
関
東
自
動
車
共
済
協
同
組

合
、神
奈
川
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
有
）、

日
本
電
波
ニ
ュ
ー
ス
社
、
劇
団　

前

進
座

日
本
共
産
党　

衆
議
院
議
員　

志
位

　

和
夫
様
、
参
議
院
議
員　

田
村　

智
子
様
、
前
衆
議
院
議
員　

畑
野　

君
枝
様
、
日
本
共
産
党
南
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
事
務
所
、
立
憲
民
主
党
神
奈

川
県
総
支
部
連
合
会
、
日
本
共
産
党

神
奈
川
県
議
会
議
員
団

　

直
属
・
直
納
解
消
の
取
り

組
み
で
は
、
横
浜
鶴
見
支
部

が
直
属
と
企
業
分
会
を
無
く

し
た
経
験
を
報
告
。
横
浜
西

　

反
戦
平
和
・
憲
法
を
守
る

取
り
組
み
で
は
、
横
須
賀
に

は
米
軍
が
常
に
い
る
た
め
、

真
っ
先
に
標
的
に
さ
れ
る
と

思
う
。
ま
た
、
相
模
原
に
も

補
給
基
地
が
あ
り
同
様
の
危

支
部
も
企
業
分
会
を
解
体
し

て
各
分
会
に
所
属
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
納
入

率
向
上
の
取
り
組
み
で
は
、

鎌
倉
逗
子
葉
山
支
部
が
各
分

会
で
集
約
会
議
を
開
催
し
始

め
て
、
３
年
間
で
納
入
率
が

３
％
上
昇
し
た
経
験
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
財
政
役
員
の

機
感
が
報
告
さ
れ
、
沖
縄
に

次
ぐ
基
地
県
・
神
奈
川
が
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク

を
共
有
し
ま
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
、
多
く
の
国
で

戦
争
や
内
戦
が
起
き
た
が
、

　

組
織
強
化
拡
大
に
つ
い

て
、「
投
げ
か
け
る
だ
け
」

で
な
く
、
ヒ
ン
ト
を
出
し
て

教
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

同
じ
こ
と
を
続
け
る
拡
大
も

　

機
関
紙
・
拡
大
速
報
の
発

行
に
つ
い
て
、
各
支
部
か
ら

取
り
組
み
状
況
や
経
験
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ

も
何
故
「
紙
」
に
こ
だ
わ
る

の
か
？
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
読
め
る
よ
う
に
し
て

は
？
と
の
意
見
に
つ
い
て
、

良
い
が
、
新
し
い
も
の
を
取

り
入
れ
る
柔
軟
性
も
求
め
ら

れ
る
。
組
織
財
政
確
立
推
進

の
課
題
で
は
、
群
長
の
手
伝

い
、
補
佐
が
出
来
る
副
群
長

を
選
出
し
、
助
け
合
え
る
群

会
議
が
必
要
と
の
意
見
。
ま

た
、
直
属
・
直
納
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
分
会
移
動
に
取

り
組
み
、
丁
寧
な
電
話
連
絡

紙
の
機
関
紙
を
組
合
員
に
届

け
る
と
い
う
ア
イ
テ
ム
と
な

る
こ
と
や
、
速
報
性
が
求
め

ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
大
い
に
活
用
す
る
の

も
大
切
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
紙
媒
体
も
デ
ジ
タ

ル
も
両
方
に
良
い
点
が
あ

り
、
ケ
ー
ス
よ
る
使
い
分
け

が
効
果
を
上
げ
る
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
学

校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
政
治
は
生
活
に
関
連
し

で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
経
験

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
後
継

者
対
策
の
取
り
組
み
で
は
、

震
災
体
験
イ
ベ
ン
ト
・
ミ
ニ

建
前
・
ニ
ュ
ー
ス
発
行
・
選

挙
の
棄
権
防
止
活
動
で
炊
き

出
し
な
ど
の
経
験
交
流
が
さ

れ
ま
し
た
。
組
織
拡
大
は
難

し
く
な
い
。
組
合
に
興
味
が

な
い
人
を
引
き
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア

を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
討

論
を
ま
と
め
ま
し
た
。

学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
６

月
中
に
新
役
員
の
学
習
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
財
政
を
含

め
た
総
合
学
習
の
場
を
設
け

て
い
る
経
験
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。
滞
納
に
つ
い
て
の
悩

み
に
つ
い
て
、
横
須
賀
三
浦

支
部
で
は
納
入
の
チ
ャ
ン
ス

を
３
回
以
上
つ
く
っ
て
、
滞

納
を
生
ま
な
い
工
夫
を
し
て

い
る
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
大
戦
後
に
戦
争
を
し

て
い
な
い
数
少
な
い
国
。
そ

の
日
本
を
崩
し
て
し
ま
う
の

は
絶
対
に
嫌
だ
と
の
意
見
も

出
さ
れ
、
戦
争
で
き
る
国
づ

く
り
へ
と
つ
な
が
る
改
憲
に

反
対
す
る
意
思
統
一
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
へ
の
参
加
経
験
と
し

て
、「
広
島
に
行
く
前
は
戦

争
に
お
け
る
先
制
攻
撃
に
賛

成
で
あ
っ
た
が
、
現
地
に

行
っ
て
悲
惨
さ
を
実
感
し

て
、
考
え
が
変
わ
っ
た
」
と

の
報
告
が
さ
れ
、
実
際
に
現

地
に
行
か
な
い
と
得
ら
れ
な

い
感
情
に
つ
い
て
経
験
交
流

が
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

多
く
の
仲
間
を
世
界
大
会
に

送
り
出
す
こ
と
の
重
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。
新
年
度
は

各
支
部
で
学
習
会
等
を
開
催

し
、
年
３
回
以
上
の
部
会
を

開
く
こ
と
を
確
認
し
て
討
論

の
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

て
お
り
学
び
の
重
要
性
が
高

い
た
め
、
積
極
的
に
教
科
に

加
え
る
べ
き
。
勤
労
者
通
信

大
学
に
つ
い
て
は
、
学
習
協

の
先
生
を
支
部
に
招
い
て
90

分
の
授
業
を
受
け
た
。
難
し

い
け
ど
面
白
い
し
勉
強
に
な

る
。
ま
た
、
機
関
紙
を
書
く

も
の
は
人
に
伝
え
る
責
任
が

あ
る
。
だ
か
ら
学
習
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
も

出
さ
れ
、
改
め
て
教
育
宣
伝

活
動
の
奥
深
さ
を
共
感
ま
し

た
。仮装で表彰を受ける横浜緑支部の仲間

【組織】寺田座長【財政】前田座長

【教宣】大野座長

【平和】村田座長
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鳴
り
が
続
い
て
い
る
な
ど
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
難
聴

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現

場
で
の
騒
音
の
影
響
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
診
断
、

治
療
を
受
け
有
効
で
あ
れ
ば

補
聴
器
と
い
う
選
択
も
あ
り

ま
す
。

ま
ず
は
耳
鼻
咽
喉

科
へ
受
診
を

　

難
聴
の
原
因
が
様
々
で
あ

る
よ
う
に
、
聞
き
取
り
づ
ら

さ
も
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。
合
わ
せ
て
補
聴
器
の
種

類
や
機
能
が
違
い
ま
す
。
自

分
に
あ
っ
た
補
聴
器
を
手
に

入
れ
る
に
は
、
必
ず
耳
鼻
咽

喉
科
を
受
診
し
、
聴
力
検
査

小
さ
い
音
が
聞
き
取
り
に
く

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の

両
方
が
混
在
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

難
聴
の
症
状
は

　

聞
き
取
り
に
く
い
、
聞
き

間
違
い
が
多
く
な
っ
た
、
話

し
声
が
大
き
く
な
っ
た
、
耳

　

聞
こ
え
に
く
さ
の
原
因

は
様
々
で
す
。
耳
の
音
を

伝
え
る
部
分
に
損
傷
や
炎

症
を
起
こ
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年

齢
を
重
ね
た
り
、
大
き
な

音
に
さ
ら
さ
れ
続
け
る
こ

と
に
よ
り
、
音
を
感
じ
る

部
分
の
機
能
が
低
下
し
、

等
に
よ
り
ど
ん
な
補
聴
器

が
有
効
で
あ
る
か
を
診
断

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

補
聴
器
が

進
化
し
て
い
る

　

最
近
の
補
聴
器
は
騒
音

を
抑
え
る
機
能
や
場
面
に

合
わ
せ
て
聞
き
た
い
音
を

強
調
し
た
り
、
逆
に
耳
ざ

わ
り
な
音
を
小
さ
く
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。
機
能

が
進
化
し
て
い
ま
す
。
個

人
に
合
わ
せ
し
っ
か
り
と

丁
寧
な
調
整
を
行
っ
て
く

れ
る
専
門
員
が
い
る
補
聴

器
の
販
売
店
で
購
入
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今月の
テーマ

聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ
た
ら

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

　

こ
れ
ま
で
に
平
和
運
動
委
員
会
で
支
部
の
仲
間
か
ら
の

戦
争
体
験
を
伺
い
、
こ
の
た
び
大
変
貴
重
な
冊
子
が
で
き

ま
し
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
組
合
員
、
ま
た
は
そ
の

ご
家
族
で
す
。
支
部
の
平
和
運
動
委
員
会
や
機
関
会
議
な

ど
で
、
ぜ
ひ
読
み
合
わ
せ
て
ほ
し
い
体
験
集
で
す
。

　

仲
間
と
そ
の
ご
家
族
が
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
で
戦
争
を
体

験
し
、
戦
争
の
無
い
世
界
を

強
く
望
ん
で
語
っ
て
く
れ
た

体
験
集
を
冊
子
に
し
ま
し

た
。
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
の
証
言
は
、
メ

デ
ィ
ア
に
出
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
支
部
と

本
部
か
ら
24
人
が
当
時
見
聞

き
し
体
験
し
た
「
私
・
あ
な

た
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

体
験
集
で
す
。残
酷
な
記
憶
、

ひ
も
じ
い
記
憶
、
戦
後
の
貧

困
、
本
当
は
思
い
出
し
た
く

も
な
い
記
憶
な
ど
、
一
人
と

し
て
同
じ
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
戦
争
が
い
か
に
国
中
で

全
て
の
人
を
巻
き
込
み
、
深

い
傷
を
負
わ
せ
た
か
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
戦
争
体
験
集
「
い
の

ち
こ
そ
宝
」
の
名
は
、
沖
縄

の
言
葉
「
命
（
ぬ
ち
）
ど
ぅ

宝
」か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尚
泰
王
（
琉
球
王
国
最
後
の

国
王
）
が
家
臣
に
伝
え
、
市

民
が
太
平
洋
戦
争
で
苛
烈
を

極
め
た
沖
縄
戦
の
体
験
か

ら
、
島
で
は
反
戦
の
意
味
を

込
め
て
大
切
に
し
て
い
る
言

葉
で
す
。
沖
縄
県
平
和
祈
念

公
園
の

神奈川土建の講習
●有機溶剤作業主任者技能講習
（受講料：14,000円、休憩を除く13時間講習）
７月２日（日）～３日（月）
 会場：建設プラザかながわ
●足場の組立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く14時間講習）
７月23日（日）～24日（月）
 会場：建設プラザかながわ
●石綿作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く12時間講習）
８月27日（日）～28日（月） 会場：横須賀三浦支部
10月８日（日）～９日（月・祝）
 会場：建設プラザかながわ
●低圧電気取扱業務　特別教育
９月３日（日） 会場：建設プラザかながわ
（受講料：8,000円、休憩を除く８時間講習）
●ロープ高所作業　特別教育
９月３日（日）　会場：建設プラザかながわ
（受講料：8,000円、休憩を除く７時間講習）

神奈川建設労連の講習
※支部を通じ神奈川県連に申込みして下さい
●石綿作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く12時間講習）
７月25日（火）～26日（水）
 会場：建設プラザかながわ
９月13日（水）～14日（木）
 会場：建設プラザかながわ
●高所作業車運転技能講習
（ 受講料：14Ｈ講習48,000円、小型移動式クレー
ン技能講習修了者12Ｈ講習46,000円）
８月22日（火）～23日（水）
会場： 建設プラザかながわ、実技：ＰＥＯ建機

研修センタ
●石綿含有建材調査者講習
（受講料：47,000円）
８月29日（火）～30日（水）
 会場：建設プラザかながわ
※ 申込期間６月１日から受付開始（定員になり
次第締切り）

申し込み、問合せは所属する支部事務所へ
☆写真１枚(縦３㎝×横２.4㎝)を用意。上三分身、頭髪を含め顔、体
を写真内に収める。（顔、髪の見切れは受付不可）

☆公的機関の発行した身分証明書で氏名・住所・生年月日の確認を
します。

☆日程変更や中止になる場合もありますのでご注意ください。
☆無断欠席、当日のキャンセルによる受講料の返還には応じかねます。
※募集の締切りは開催日2週前の平日です。申請書・写真・添付資料、
受講料を準備して支部で申し込みをし、支部・単組は速やかに当
センター提出してください。

※作業主任者講習、職長・安責教育、準備講座、JW-CADの申し込
みには、労働者の場合は雇用保険被保険者資格取得等確認通知書、
一人親方は労災保険加入証のコピー添付と、番号の申請書記入。
また、最終学歴の記入をお願いします。

その他の提携講習機関　　
ｎｅｘｔＰＣＴ（旧：ＩＨＩ技術教習所）　コマツ教習所　
ＰＥＯ建機教習センタ（旧：日立建機教習センタ）　
日建学院　総合資格学院　技術技能講習センター　
等、詳細は各支部窓口にお問い合わせください。

青年部マル得援助金のお知らせ　
青年部加入者の「マル得援助」の対象に「マル得資
格取得祝金」に対応する国家資格等の受験料も加わ
りました。受験料の払込証または領収書を添付して
申請を行ってください。

石
碑
に
も
こ
の
言
葉
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
で
今
、
軍

拡
が
着
々
と
進
み
、
先
の
大

戦
を
知
る
人
は
「
あ
の
開
戦

前
に
今
が
似
て
い
る
」
と
異

口
同
音
に
不
安
を
伝
え
て
い

ま
す
。こ
の
冊
子
を
通
し「
新

た
な
戦
前
」
に
さ
せ
な
い
取

り
組
み
と
し
て
先
人
の
体
験

を
知
り
、「
戦
争
は
絶
対
に

ダ
メ
。
い
の
ち
こ
そ
宝
だ
」

と
、
仲
間
と
語
り
合
う
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

と
て
も
残
念
な
こ
と
で

す
が
、
一
般
市
民
の
方
か

ら
組
合
へ
苦
情
や
お
叱
り

を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
も
多
い
の
が
「
駐
車

マ
ナ
ー
」
で
す
。
神
奈
川

土
建
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
組
合
員
さ
ん
の
車

両
は
、
も
れ
な
く
本
部
に

苦
情
が
飛
ん
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
一
番
気
に
な
る

の
は
「
運
転
マ
ナ
ー
」
に

関
す
る
苦
情
で
す
。
何
時

ぞ
や
は
、
あ
お
り
運
転
を

さ
れ
た
方
か
ら
、
も
の
凄

い
剣
幕
で
お
叱
り
を
受
け

ま
し
た
。
あ
お
り
運
転
は

犯
罪
で
す
。
違
反
に
よ
る

罰
則
は
、「
３
年
以
下
の

懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の

罰
金
」
が
科
せ
ら
れ
、
運

転
免
許
も
取
り
消
さ
れ
ま

す
。
先
日
も
危
険
運
転
の

作
業
車
に
ひ
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
と
苦
情
の
メ
ー
ル

を
頂
き
ま
し
た
。「
運
転

手
を
特
定
し
て
厳
重
注
意

の
上
、
安
全
研
修
を
受
け

さ
せ
ろ
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

組
合
は
皆
さ
ん
の
車
両
ナ

ン
バ
ー
を
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
苦
情
に
お
応

え
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。

　

ど
ん
な
に
急
い
で
い
て

も
、
交
通
事
故
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
ら
元
も
子
も

あ
り
ま
せ
ん
。
場
合
に

よ
っ
て
は
人
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い
の
ち
こ
そ
宝
だ
と
語
り
合
お
う

平
和
運
動
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戦
争
体
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集
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宛
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